
転換期、次の可能性を模索中転換期、次の可能性を模索中
　東京農業大学造園学科を卒業し、就農してから約21年。家業の植木業（四代目）を継
承しました。以後、自社独自品種である赤芽イヌマキ「匝瑳」の生産や、庭木の海外輸出
に注力し、着実に事業を行ってきましたが、コロナ渦以降の世界的な状況変化によって、
売上の柱だった植木の輸出が急激に減少してしまいました。
　「今は大きな転換期、これからは時代のニーズにあった魅力的な植物の生産を増やし、
新たな販路を拡大していきたい」と、今後の抱負を語る川口和繁さん（平和地区）です。
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承しました。以後、自社独自品種である赤芽イヌマキ「匝瑳」の生産や、庭木の海外輸出ました。以後、自社独自品種である赤芽イヌマキ「匝瑳」の生産や、庭木の海外
に注力し、着実に事業を行ってきましたが、コロナ渦以降の世界的な状況変化によって、力し 着実に事業を行 てきましたが ナ渦以降の世界的な状況変化によ
売上の柱だった植木の輸出が急激に減少してしまいました。
「今は大きな転換期、これからは時代のニーズにあった魅力的な植物の生産を増やし、
新たな販路を拡大していきたい」と、今後の抱負を語る川口和繁さん（平和地区）です。

　東京農業大学造園学科を卒業し、就農してから約21年。家業の植木業（四代目）を継
承しました。以後、自社独自品種である赤芽イヌマキ「匝瑳」の生産や、庭木の海外輸出
に注力し、着実に事業を行ってきましたが、コロナ渦以降の世界的な状況変化によって、
売上の柱だった植木の輸出が急激に減少してしまいました。
　「今は大きな転換期、これからは時代のニーズにあった魅力的な植物の生産を増やし、
新たな販路を拡大していきたい」と、今後の抱負を語る川口和繁さん（平和地区）です。

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ

り
当
農
業
委
員
会

の
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
長
き
に
わ

た
り
ま
し
て
様
々

な
行
動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年

５
月
に
ウ
イ
ル
ス
の
定
義
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
、
以
前
の
生
活
環
境
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
農
業
情
勢
は
高
齢
化
が
進
み
、
後
継

者
や
担
い
手
の
不
足
が
原
因
の
た
め
、
遊
休
農

地
の
増
加
が
問
題
視
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
経
営

に
つ
い
て
は
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
市
の
農
業
を

魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く

た
め
、
農
業
委
員
会
が
一
丸
と
な
り
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ
匝瑳市農業委員会

会長 髙 品 文 敬

令和６年１月１日発行
第18号
編集・発行

匝瑳市農業委員会
匝瑳市八日市場ハ793番地２
電話 0479（73）0090
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農業委員及び農地利用最適化推進委員の概要
農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

1　定　　　数 17人
12人
（中央・豊栄・須賀・匝瑳・豊和・吉田・飯高・共興・
平和・椿海・野田・栄地区から各1人）

2　任　　　期 令和6年7月20日～令和9年7月19日 委嘱された日～令和9年7月19日

3　主 な 業 務

○総会での農地の権利設定・移転、転用に係る申請
等の審議・決定及び現地調査
○農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定
及び現地における調査、相談、指導・監視業務
〇研修会等への参加

○担当地区内での農地等の利用の最適化の推進に関
する現地における調査、相談、指導・監視業務
　①担い手への農地の利用集積・集約化
　②遊休農地の発生防止・解消
　③新規就農の推進・支援
〇総会、研修会等への参加

4　報　　　酬
（基本給） 会長　月額 45,000円
　　　　 委員　月額 37,000円
（能率給） 予算の範囲内で市長が定める額

（基本給） 月額 31,000円
（能率給） 予算の範囲内で市長が定める額

5　委員の要件
農業に関する識見を有し、農地等の利用最適化の推
進に関する事項その他の農業委員会の所掌に関する
職務を適切に行うことができる人。

農地等の利用最適化の推進に熱意と識見を有する人。

6　身　　　分 地方公務員法による非常勤特別職となり、業務には守秘義務が伴います。

　現任の農業委員、農地利用最適化推進委員の任期満了（令和6年7月19日）に伴い、
農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。

農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します

募集期間

受付時間

●推薦・応募方法
　推薦書（個人推薦用・団体推薦用）または応募書に必要事項を記入し、持参または郵送により、農業委員
会事務局（市役所３階）へ提出してください。（郵送の場合、3月13日必着）

　募集要項、推薦書・応募書は、匝瑳市ホーム
ページからダウンロードできるほか、農業委員
会事務局窓口でも受け取れます。

　募集に関するお問い合わせは、農業委員会事
務局までご連絡ください。
☎73-0090

募集から選任までの手続きの流れ
地域の農業者や農業団体（地区の代表として）

市　長

農業委員

農業委員会

農地利用最適化
推進委員

推薦・応募

市議会
の同意

任命 委嘱

令和6年2月13日（火）から令和6年3月13日（水）まで
※土曜・日曜日、祝日を除く。

午前8時30分から午後5時15分まで



女性農業委員による
先進的な農場の視察

11
月

10
月

海匝3市合同による
ソーラーシェアリング設備の視察

毎
月

29
日　

農
村
漁
村
男
女
共
同
参
画

海
匝
地
区
セ
ミ
ナ
ー

３
日　

農
業
者
年
金
研
修
会

12
日　

山
武
・
海
匝
地
区
女
性
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
研
修
会

13
日
・
14
日　

　
　
　

匝
瑳
市
農
業
委
員
会
視
察

研
修

　
　

１
日　

海
匝
地
区
農
業
委
員
会
連

農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
書
類
審

査
（
農
地
権
利
移
動
・
農
地
転
用

ほ
か
）

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
宅
地
や
駐

車
場
、
資
材
置
場
な
ど
の
農
地
以
外
の

用
途
に
変
更
す
る
こ
と
や
農
業
用
施
設

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
時
的
な
利
用
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な

行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
農
地

法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
匝
瑳
市
が
定
め
る

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
、

農
用
地
と
し
て
定
め
ら
れ
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
予
め
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
等
が
な
い
と
原
則
と
し
て
転
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、都
市
計
画
法
、土
地
の
埋
立
て

等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

農
業
委
員
会

活
動
報
告

農業まつりでの丸太切り競争
力を合わせる農業委員会チーム

等
、
他
法
令
に
よ
る
規
制
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
他
法
令
に
よ
る
許
可
等
が

得
ら
れ
る
見
通
し
が
な
い
限
り
農
地

転
用
の
許
可
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
耕
作
目

的
以
外
に
使
用
し
た
場
合
、
千
葉
県
知

事
に
よ
る
工
事
停
止
や
現
状
回
復
の
命

令
等
農
地
の
所
有
者
を
含
め
て
厳
し
い

措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
農
地
法
の
罰
則
…
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）

　

許
可
申
請
書
は
添
付
書
類
と
共
に

農
業
委
員
会
へ
毎
月
25
日
（
土
日
祝
日

の
場
合
は
前
開
庁
日
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
を
目
的
と
し

て
賃
借
や
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
を
設

定
す
る
場
合
、ま
た
は
、売
買
や
贈
与
な

ど
に
よ
る
権
利
移
転
を
す
る
場
合
は
、

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
く
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
許
可
基
準
の
一
つ
に
、「
下
限
面

積
要
件
」（
農
地
に
関
す
る
権
利
取
得
後

の
農
地
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
）
と
い

う
規
定
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
が
令
和

５
年
４
月
１
日
に
、多
様
な
農
業
に
関

す
る
人
材
の
確
保
・
育
成
を
後
押
し

す
る
施
策
と
し
て
、
農
地
法
の
一
部
を

改
正
し
、下
限
面
積
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、

小
規
模
な
営
農
者
で
も
農
地
の
権
利

取
得
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
農
地
の
権
利
取
得
に
必
要

な
そ
の
他
の
要
件
（
全
部
効
率
利
用
、

農
作
業
常
時
従
事
、
地
域
調
和
等
）は
、

引
き
続
き
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

合
会
視
察
研
修
会
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

研
修
会

７
日　

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積

促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12
日　

第
18
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り

9
月

農
地
を
転
用
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す

農
地
法
の
下
限
面
積
要
件
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た



　

地
域
計
画
と
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
法
定
化
し
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ

り
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
の
姿
を
明
確

化
す
る
も
の
で
す
。

　

匝
瑳
市
で
は
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
市
街
化
区
域
等
を
除
く
全
農
地
を

対
象
と
し
て
地
域
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　

目
標
地
図
と
は
、
10
年
後
に
誰
が
ど
の

農
地
を
耕
作
す
る
予
定
に
な
る
か
、
将
来

の
農
地
利
用
の
姿
を
関
係
者
で
協
議
し
、

農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
の
意
向
を
反
映

し
て
、
地
図
上
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
で

す
。

　

な
お
、
匝
瑳
市
で
は
、
市
内
12
地
区
に

お
け
る
目
標
地
図
を
作
成
予
定
で
す
。
ま

た
、
目
標
地
図
は
、
地
域
の
実
情
や
将
来

の
構
想
を
踏
ま
え
て
、
適
宜
更
新
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

全
国
農
業
新
聞
を

　
購
読
し
ま
せ
ん
か

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65
歳

ま
で
）

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

◆
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方

式
・
確
定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。

◆
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

◆
終
身
年
金
で
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま

す
。

◆
税
制
面
で
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

・
年
金
加
入
者

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
年
金
受
給
者

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
た
時
に
は
、

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

　

全
国
農
業
新
聞

は
、
農
家
の
た
め

に
農
業
経
営
や
暮

ら
し
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

発　

行
毎
週
金
曜
日

　

購
読
料
月
額
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
送
料
、
税
込
）

　

購
読
の
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
事

務
局
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

見
本
紙
を
見
て
み

た
い
方
は
全
国
農
業

新
聞（
新
聞
業
務
部
）

☎
０
３‐

６
９
１
０‐

１
１
３
０
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を
農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を
農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を

「目標地図」とは

出し手・受け手の意向

人・農地プラン
（地域農業の将来の在り方）

地域計画
（地域農業の将来の在り方

＋目標地図）

地域の話し合い

【比較】

①農地を次の世代に引き継ぐ
②地域で農業を守っていく
③補助事業等を利用しやすくなる

同意

計画書＋耕作図

アンケート

中心経営体

令和 7年 3月 31日まで

法定化

公告

計画書＋目標地図

意向調査

農業を担う者

メリット

計画書
を作るため

担い手
のこと

インター
ネット等で

目標地図等
を作るため

「
地
域
計
画
」
策
定
の
た
め
、

「
目
標
地
図
」
を
作
成
！


